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症例報告

上下顎左右両側性に埋伏過剰小臼歯の出現をみた一例

武田泰典　黒田政文　野坂洋一郎＊
岩手医科大学歯学部口腔病理学講座（主任：鈴木鍾美教授）

岩手医科大学歯学部口腔解剖学第一講座＊（主任：野坂洋一郎教授）

　　　　　　　　〔受付：1986年4月18日〕

　抄録：上下顎左右両側の小臼歯部に埋伏過剰歯の出現した成年男子の一症例を報告した。小臼歯部の埋伏

過剰歯は上顎右側に2歯，同左側に1歯，下顎右側に1歯，同左側に2歯の計6歯であった。これらの埋伏

過剰歯のすべては2咬頭性単根であったことから小臼歯型（定型歯）と考えられた。上下顎の左右両側性に

過剰小臼歯の出現をみた症例は過去約50年間に本邦では今回の報告例を含めて7例の記載があり，これらは

すべて男性例であった。

Key　words：developmental　anomalies　of　the　tooth，　supemumerary　tooth，　impacted　tooth，　human

　　　　　permanent　tooth．

1　緒 言

　日常の歯科診療において過剰歯に遭遇するこ

とはまれでない。この過剰歯は上顎前歯部に最

も高頻度にみられており，次いで上顎大臼歯

部，下顎小臼歯部の順であるといわれている

が1），上顎前歯部を除いてはその好発部位は報

告者により異なる2）。通常，一個体における過

剰歯の数は1～2歯であるが，まれには一個体

で4～18歯の過剰歯出現例も報告されている。

この様な多数の過剰歯の出現をみた例の多くは

先天的な系統疾患，とくに骨の系統疾患を合併

しており3’13），健常者に多数の過剰歯をみるこ

とはきわめてまれである。

　今回筆者らは健常者の上下顎左右両側性に計

6歯の埋伏過剰小臼歯の出現をみた一例を経験

したのでその概要を報告するとともに，併せて

これまでに本邦において報告された同様の症例

を渉猟し若干の考察を加えた。

皿　症 ‖仔

　患者は26歳の男性で，上顎左側第一大臼歯と

右側犬歯の治療を希望して来院。家族歴に特記

すべき事項はなく，また，既往歴にも特記すべ

き疾患はみられなかった。受診時，全身所見な

らびに口腔外所見に著変はなかった。口腔内所

見として，上顎右側と下顎左側の第一大臼歯は

欠損していたが，これら両歯は頗蝕のために以

前に抜去されたとのことであった。しかし，他

の歯牙の萌出状態には著変は認められなかっ

た。上顎左側第一大臼歯は失活しており，遠心

隣接面から髄床底にまで頗蝕が拡がっていた。

また，上顎右側犬歯は生活歯であり，近心隣接

面に象牙質鵬蝕がみられたが，歯髄の穿孔はな
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かった。これら上顎左側第一人臼歯と右側犬歯

のデンタルX線写真を撮影したところ，上顎左

右両側の小臼歯部に埋伏過剰歯が認められた。

そこでパノラマX線写真撮影を行ったところ，

上顎の左右小臼歯部に加えて，下顎の左右両側

の小臼歯部にも埋伏過剰歯がみられた（図1）。

すなわち小臼歯部の埋伏過剰歯は左側下顎部に

2歯，右側下顎部に1歯，左側上顎部に1歯，

右側上顎部に2歯の計6歯であった。

　上顎右側小臼歯部の2歯の埋伏過剰歯はそれ

ぞれ犬歯根尖部と第一・第二小臼歯歯根間に位

置していた（図1，2a）。これらの埋伏過剰

歯は2咬頭性単根であった。上顎左側小Fr歯部

の埋伏過剰歯は第一・第二小臼歯の歯根間に位

置し，2咬頭性・単根であった（図1，2b）

また，下顎右側小臼歯部の埋伏過剰歯は第一小

臼歯の根尖部に位置し，2咬頭性で，単根であ

った（図1，2c）。下顎左側小臼歯部の埋伏

過剰歯は2歯であり，それぞれ第一小臼歯の根

尖部と第二小臼歯の歯根遠心部に位置していた

（図1，2d）。これら下顎左側小臼歯部の埋

伏過剰歯も2咬頭性で，やはり単根であった。

以上の様に，上下顎の左右両側性にみられた小

臼歯部の6歯の埋伏過剰歯のいずれもが小臼歯

型を呈していた。
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皿　考 察

　1個体において多数の過剰歯の出現をみるこ

とは極めて少ないが，既報告例での多くは骨の

系統疾患に合併しており，なかでも鎖骨頭蓋異

形成症例では木下ら3’が4歯，遠藤らりと宇賀

ら5）が6歯，梶ら6）と広瀬ら7）が7歯，本橋ら5）

が9歯，深沢ら‘）が12歯，長坂ら1°），西村らu），

倉科ら川が14歯，小松らB’が18歯の過剰歯例を

それぞれ報告している。一方，健常者の過剰歯

の出現例では1個体における過剰歯数は10歯を

越えることはないようである19）。これら過剰歯

の多数出現例のうち，左右両側性の出現につい

ては栃原2P’は臼歯部に過剰歯を有する76症例中

11例（14．5％）と報告している。これら11例の

内訳は上顎小臼歯部が1例，上顎大臼歯部が10

例となっている。また，佐藤2Dも左右両側性に

過剰歯の出現をみた11例を報告しているが，こ

れら11例の過剰歯のいずれもが上顎のみにみら

れていた。したがって，左右両側性に過剰歯の

出現する頻度は下顎にくらべ上顎ではるかに高

いと考えられる。今回報告した例は上下顎の左

右両側の小臼歯部に埋伏した過剰小臼歯を有し

ていたが，健常者においてこの様な過剰歯の出

現をみることは極めてまれであり，表1に示す

図1　パノラマX線写真。上下顎左右両側の小臼歯部に計6本の埋伏過剰歯をみる。
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　　　　　　　図2　小臼歯部埋伏過剰歯のデンタルX線写真

（a）上顎右側小臼歯部　　（b）上顎左側小臼歯部　　（c）下顎右側小臼歯部
（d）　下顎左側小臼歯部
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表1　健常者において上下顎左右両側性に出現した過剰小臼歯の報告例

報告者 発表年　　性 部 位 過剰小臼歯の形態

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．
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　　54

（S）（S）l
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類小臼歯型
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1986 M ｛，1（1）｝3｛，1 芸吉小臼醐
5！Sll3（S4）ξs）

※表中歯式のSは崩出過剰歯，（S）は埋伏過剰歯を示す。

ごとく過去約50年間で本邦では本例を含めて7

例が記載されているにすぎない。一般に過剰歯

は女性にくらべ男性での出現頻度が高いといわ

れているが，上下顎左右両側の小臼歯部に過剰

歯のみられた7例はすべて男性例であった（表

1）。また，過剰歯の数は5～8歯であり（表

1），1個体あたりの平均過剰歯数は6．3歯で

あった。過剰歯の萌出状況ではすべてが萌出し

ていたものが3例，萌出歯と埋伏歯が混在して

いたものが3例であり，すべてが埋伏していた

ものは今回報告した例の1例のみであった（表

1）。次に埋伏歯の形態についてであるが，す

べてが非定型歯であったものが1例，定型歯と

非定型歯の混在したものが5例であり，本例の

ようにすべてが定型歯であったものは既報告例

中にはみられなかった（表1）。

　左右両側性に過剰歯が出現する機序は全く不

明であるが，この様な症例の共通事項として星

野22）は次の点を挙げている。すなわち，1）歯

列が長い，2）上下顎智歯がすべて萌出し，か

つ智歯の形態が優形である，3）口蓋が深い，

4）過剰歯の多くは非解剖学的形態を呈する，

の諸点である。今回報告した症例では歯列の長

さと口蓋の深さは計測出来なかったが，上下顎

の智歯はすべて欠如しており，かつ智歯を抜歯

した既往もなかった。また，過剰歯は6歯とも

埋伏していたものの，これらの過剰歯はX線所

見から小臼歯型と考えられた。以上の様な所見

は星野22）の挙げた点と大きく異なる。過剰歯の

発現機序については従来から隔世遺伝説，歯堤

および歯胚の分裂と過剰形成説，奇形説，組織

誘導説などの諸説が唱えられているが，これら

は大きく二つの考え方に分けられる2）。すなわ

ち，その一つは系統発生学的な復古現象であ
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り，他は個体発生学的な形成異常である。これ

について藤田2）はときとして哺乳類の一般歯式

の数を越えた過剰歯の出現をみることがあるこ

と，代生歯群より原始性に富むと考えられてい

る乳歯群に過剰歯の出現する頻度は極めて低い

ことなどより，過剰歯の成因を系統発生学的な

復古現象に求めることは出来ないと述べてい

る。一方，過剰歯の成因を個体発生学的な形成

異常とする考え方も比較的多くの研究者の支持

を受けているが，形成異常の起こる過程を実際

に確認し得た例はない。したがって，過剰歯の

発現機序は全く不明といわざるを得ないが，藤

田2）は過剰歯の好発部位に着目し，過剰歯の好

発する部位は歯堤の末端部（すなわち，乳歯列

末端，代生歯列末端，上顎正中部）の様な歯胚

の密度の低い部分であり，通常は退縮すべき第

151

三歯堤のようなもの（dritt　Zahnleiste）が歯

胚密度の低い部分で増殖した結果，過剰歯胚を

誘導するのではないかと考察している。

Iv　結 語

　成年男子で上下顎の左右両側の小臼歯部に埋

伏過剰歯を有した一例を報告した。その観察結

果は以下の通りである：

1）小臼歯部の埋伏過剰歯は上顎右側に2歯，

上顎左側に1歯，下顎右側に1歯，下顎左側に

2歯の計6歯であった。

2）これらの埋伏過剰歯は2咬頭性・単根で小

臼歯型（定型歯）と考えられた。

3）上下顎左右両側性に過剰小臼歯の出現をみ

た症例は過去約50年間に本邦で7例の記載があ

り，これらの症例はすべて男性例であった。

　Ab8tract：A27－year－old　Japanese　male　with　impacted　supernumerary　teeth　found　in　the　right

and　left　premolar　regions　of　both　the　maxilla　and　mandible　is　presented．　He　had　six　impacted　su・

pernumerary　teeth　in　his　premolar　regions：two　in　the　maxillary　rlght　and　one　in　the　maxillary　left，

and　two　in　the　mandibular　left　and　one　in　the　mandibular　right．　All　these　i皿pacted　supernumerary

teeth　were　premolar　in　form．　A　review　of　the　literature　in　Japan，　during　the　pa8t　50　years，　yieIded

only　seven　cases　with　supernumerary　teeth　in　the　right　and　left　premolar　regio㎎of　both　maxilla

and　mandible，　mcluding　the　present　case．
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